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広報ひこね　平成16年12月１日 広報ひこね　平成16年12月１日３ ２

市　税：皆さんが市に納めた税金
地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中から、

市の財政状況に応じて国から交付されたお金
国庫支出金：特定の目的の財源として国から交付さ

れたお金（補助金など）
市　債：大きな事業を行うために国などから借り入

れたお金
《一般会計市債現在高　442億4,059万7千円》

県支出金：特定の目的の財源として県から交付され
たお金（補助金など）

諸収入：ほかの収入科目に含まれない収入（預金利
子など）

繰越金：前年度から繰り越されたお金
地方消費税交付金：県が徴収した地方消費税の一部

から市へ交付されたお金
使用料及び手数料：市の施設の使用料や住民票をは

じめとする証明書などの交付にかかる手数料
分担金及び負担金：市が行う事業によって特に利益

を受ける人や団体が納めたお金
地方特例交付金：減税の影響を補うため国から交付

されたお金
地方譲与税：国が徴収した税金のなかから、一定の

基準に基づき譲与されたお金（自動車重量税
など）

用
語
の
説
明
（
歳
入
）

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

１. 人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり 
２. 良好な環境が整った、快適で安全・安心なまちづくり 
３. 活力ある産業に満ちた、にぎわいあふれるまちづくり 
４. 明日の彦根市を担う人を育（はぐく）むまちづくり 
５. 人とひととの交流をひろげ、市民文化を創造するまちづくり 

市民がつくる 
安心と躍動のまち 
彦根 

市民がつくる 
安心と躍動のまち 
彦根 

平成15年度決算 特集

民生費：福祉の充実などに使われたお金
土木費：道路や橋、公園などの施設の整備などに

使われたお金
教育費：小・中学校などの教育や文化、スポーツ

の振興に使われたお金
公債費：大きな事業を行うためなどに借りたお金

の返済に支払われたお金
総務費：市税、選挙、戸籍の事務や市の発展のた

めの計画を作るために使われたお金
衛生費：健康診断や予防接種、ごみの収集・処理

などに使われたお金
消防費：市民の安全を守るため、消防や防災対策

に使われたお金
農林水産業費：農林水産業の振興に使われたお金
商工費：商工業や観光の振興に使われたお金
議会費：市議会を運営するために使われたお金
労働費：働く人たちの福祉などに使われたお金

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

用
語
の
説
明
（
歳
出
）

市
で
は
「
市
民
が
つ
く
る
、
安
心
と
躍

動
の
ま
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
、
多
く
の

事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
費
用
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
税
金
を
は
じ
め
、
さ
ま

ざ
ま
な
か
た
ち
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
、
市
は
ど
の
よ
う
に
収
入
を
得
、
ま

た
何
に
使
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
平
成
15
年

度
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
15
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
額

は
、
歳
入
が
３
５
０
億
２
、７
７
６
万
５

千
円
、
歳
出
が
３
４
２
億
７
、４
２
６
万

９
千
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比
べ
て
、
歳

入
で
６
・
１
％
の
減
額
、
歳
出
で
５
・

６
％
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
に
つ

い
て
は
、
下
の
グ
ラ
フ
、
ま
た
、
特
別
会

計
・
企
業
会
計
に
つ
い
て
は
３
ペ
ー
ジ
の

表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

《
平
成
15
年
度
に
取
り
組
ん
だ
主
な
事
業
》

◆
男
女
共
同
参
画
推
進
の
活
動
拠
点
と
な

る
施
設「
彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
　
ウ
ィ
ズ
」の
開
設
と
、
育
児
・

介
護
の
援
助
組
織「
彦
根
市
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」の
設
置

◆
障
害
者
福
祉
の
充
実
の
た
め
の
利
用
者

が
サ
ー
ビ
ス
や
事
業
所
を
選
べ
る
支

援
費
制
度
の
実
施
や
、
児
童
虐
待
防
止

の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
充
実
な

ど
の
児
童
福
祉
施
策
の
充
実

◆
市
民
の
健
康
を
増
進
す
る「
ひ
こ
ね
元

気
計
画
21
」の
策
定
と
、
資
源
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
す
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
分
別
処
理
事
業
の
開
始

◆
環
境
に
配
慮
し
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物

へ
の
支
援
な
ど
、
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
の
推
進

◆
商
店
街
フ
ァ
サ
ー
ド
整
備
事
業
の
実
施

や
、
彦
根
商
店
街
連
盟
50
周
年
事
業
、

ベ
ル
ロ
ー
ド
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
設
置

な
ど
に
対
す
る
補
助
な
ど
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
支
援

◆
都
市
計
画
街
路
や
、
千
鳥
ヶ
丘
公
園
な

ど
都
市
計
画
公
園
の
整
備
、
彦
根
駅
東

土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
な
ど
都
市

基
盤
の
整
備

◆
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
整
備
や
防
火
水

槽
の
設
置
な
ど
消
防
水
利
の
充
実

◆
社
会
生
活
を
送
る
う
え
で
必
要
な
、
資

質
や
能
力
を
育
て
る
体
験
型
学
習
の
推

進
や
、
旭
森
小
学
校
の
校
舎
整
備
の
着

手
、
中
学
校
に
お
け
る
ス
ク
ー
ル
ラ
ン

チ
の
導
入
、
平
田
幼
稚
園
・
城
北
幼
稚

園
で
の
３
歳
児
保
育
の
開
始

資
源
循
環
型
社
会
を
目

指
し
稼
働
し
た
、﹁
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
分

別
処
理
施
設
﹂
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行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は
彦
根
市
の
資
産
や

負
債
の
状
況
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
す
。

一
方
、
彦
根
市
の
業
務
に
は
、
住
民
票
の

交
付
や
、
高
齢
者
や
障
害
者
へ
の
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
給
付
な
ど
、
資
産
を
形
成
し
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
業
務
に

か
か
っ
た
費
用
を
明
ら
か
に
す
る
資
料
が

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
で
す
。

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
は
、
民
間
企
業
に

お
け
る
損
益
計
算
書
に
当
た
り
ま
す
。
彦

根
市
で
は
、
平
成
15
年
度
決
算
か
ら
、
総

務
省
の
基
準
に
基
づ
き
、
普
通
会
計
を
ベ

ー
ス
に
し
て
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
を
作

成
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
彦
根
市

と
同
じ
規
模
の
自
治
体
と
の
行
政
コ
ス
ト

の
比
較
が
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

市
民
一
人
当
た
り
で
は

平
成
15
年
度
の
彦
根
市
に
お
い
て
は
、

市
民
一
人
当
た
り
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
、

約
26
万
円
か
か
っ
た
こ
と
が
右
の
表
か
ら

わ
か
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
大
き
な
も
の
は
、
移
転
支

出
的
な
コ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
手

当
の
支
給
や
、
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
の

よ
う
に
、
市
か
ら
ほ
か
の
主
体
に
移
転
し

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
年
度
末
現
在

に
お
け
る
資
産
と
負
債
を
対
照
し
て
表
示

す
る
ス
ト
ッ
ク
（
過
去
か
ら
今
ま
で
に
蓄

え
ら
れ
た
財
産
）
情
報
の
一
覧
表
で
す
。

左
側
に
資
産
、
右
側
に
は
そ
の
資
産
を
整

備
す
る
た
め
に
調
達
し
た
資
金
の
情
報
が

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。（
左
ペ
ー
ジ
【
表
１
】

は
約
１
、４
１
１
億
円
、
市
が
負
っ
て
い
る

負
債
（
債
務
）
は
約
５
０
９
億
円
、
正
味

資
産
は
約
９
０
２
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

左
ペ
ー
ジ
【
表
２
】
は
、
平
成
14
年
度

末
か
ら
平
成
15
年
度
末
ま
で
の
１
年
間
の

推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。
資
産
は
約
15
億

円
、
負
債
は
約
１
億
円
、
正
味
資
産
は
約

14
億
円
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

「
彦
根
市
の
資
産
（
財
産
）
は
、
現
在

ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？
」「
市
債
の
返
済
な

ど
の
将
来
の
負
担
は
、
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
？
」、
決
算
状
況
を
公
表
す
る
に
あ
た
り
、

市
の
財
政
に
関
す
る
情
報
を
で
き
る
だ
け

わ
か
り
や
す
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
彦
根
市
で
は
、
平
成
13
年

度
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

に
は
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
に
は
ど
ん
な
内

容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
か
を
簡
単
に
示

し
て
あ
り
ま
す
。）

彦
根
市
は
、
国
が
示
し
た
作
成
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
基
づ
き
、
普
通
会
計
を
ベ
ー
ス
に

し
て
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
ま

す
。
左
の
表
は
、
平
成
15
年
度
末
の
彦
根

市
の
状
況
で
、
市
が
所
有
し
て
い
る
資
産

《注１》対象とした会計は、平成15年度の普通会

計です。彦根市の普通会計は、一般会計、住宅

新築ならびに改修資金貸付事業特別会計、有線

放送電話事業特別会計、休日急病診療所事業特

別会計の純計です。従って、下水道事業や介護

保険事業などの特別会計や病院・水道事業の企

業会計は含まれません。

《注２》基礎となる数値は、昭和44年度から平成

15年度までの地方財政状況調査（決算統計）

のデータを使用しました。

《注３》作成基準日は、平成16年３月31日（平成

15年度末）とし、出納整理期間における出納

は、基準日までに終了したものとして作成しま

した。

特集

て
効
果
が
出
る
費
用
で
す
。
特
に
、
高
齢

者
や
障
害
者
へ
の
支
援
、
保
育
所
の
運
営

な
ど
が
含
ま
れ
る
民
生
費
の
移
転
支
出
的

な
コ
ス
ト
は
、
市
民
一
人
当
た
り
で
は
約

６
万
円
の
支
出
と
な
り
ま
し
た
。
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「
対
話
の
行
政
」
の

一
環
と
し
て

「
市
長
へ
の
手
紙
」
は
、
彦
根
に

住
む
皆
さ
ん
と
の
対
話
で
、「
彦
根

に
住
み
た
い
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
、
健
康
で
潤
い

と
温
も
り
の
あ
る
、
安
全
で
豊
か
な

生
活
を
送
れ
る
ま
ち
を
つ
く
る
た

め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
意

見
や
考
え
を
お
聴
き
し
よ
う
と
、
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
数
多
く
の
ご
意
見
、
ご
提

言
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
「
手
紙
」
は
、
す
べ

て
市
長
が
拝
見
し
、
そ
の
後
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
課
に
お
い
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た
ご
意

見
、
ご
提
言
と
し
て
今
後
の
市
政
運

営
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

集
計
の
結
果
か
ら

「
手
紙
」
は
、
行
政
全
般
に
わ
た

る
各
分
野
に
つ
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
多
く
寄
せ
ら
れ
た
意
見
と
し
て

は
、
福
祉
・
教
育
関
係
の
問
題
、
環

境
問
題
、
道
路
整
備
の
問
題
な
ど
、

特
に
生
活
に
密
着
す
る
分
野
に
つ
い

て
の
意
見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
市
町
合
併
に
つ
い
て
多

く
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
も
今

年
の
特
徴
と
言
え
ま
す
。

こ
れ
ら
の
意
見
に
つ
い
て
は
、
改

善
す
る
べ
き
と
こ
ろ
は
改
善
し
、
ま

た
、
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
い
っ
そ
う
の
努
力

を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
市

政
へ
の
積
極
的
な
ご
参
加
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

手
紙
の
内
容
を

掲
示
し
ま
す

「
手
紙
」
の
う
ち
、
投
書
公
開
の

承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
、

ご
提
案
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
内

容
を
次
の
と
お
り
掲
示
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
一
つ
の
手
が
か
り
と
し

て
、
ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間

12
月
６
日
㈪
〜
同
17
日
㈮

場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

市
民
広
聴
室
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
０
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

昨
年
の
掲
示
の
様
子

実施期間 ７月15日～８月16日
実施方法 ・「広報ひこね」７月15日号の

紙面に印刷して各戸配布
・彦根市ホームページから
電子メールで受付

対　　象 市内全世帯
投書者数 129人（男47人、女31人、

不明51人）
投書件数 207件

地域別投書件数
城　東　１１件　　城　西　 ３件
金　城　 ８件　　城　北　 ２件
佐和山　１５件　　旭　森　 ８件
平　田　１２件　　城　南　１７件
城　陽　 ４件　　若　葉　 ６件
鳥居本　 ５件　　高　宮　１１件
河　瀬　 ３件　　亀　山　 ４件
稲枝東　１１件　　稲枝西　 ５件
稲枝北　 １件　　　　　　　
その他（住所不明） ８１件

内容別件数
（彦根市総合発展計画「ひこね21世紀創造プ

ラン」の５つの柱ごとの集計）
◎人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる

福祉のまちづくり

…35件（16.9%）
○福祉関係　１２件　○健康管理　 ４件
○人権　　　 ３件　○医療　　　１６件
◎良好な環境が整った、

快適で安全・安心なまちづくり

…37件（17.9%）
○生活環境 ２５件　○上下水道　 ９件
○公　　園　 ２件　○消　　防　 １件
◎活力ある産業に満ちた、

にぎわいあふれるまちづくり

…46件（22.2%）
○建築関係　 ４件　○道路河川　２０件
○都市計画　 １件
○農業・商工・観光　２１件
◎明日の彦根市を担う人を育むまちづくり

…29件（14.0%）
○教育　　　２９件
◎人とひととの交流をひろげ、

市民文化を創造するまちづくり

…60件（29.0%）
○住民自治　 ３件　○市町合併　２８件
○その他　　２９件
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同
質
で
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
応
じ
て
鍛
錬

方
法
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
結
果
、
地
鉄
も
こ

の
よ
う
に
異
な
る
様
相
を
見
せ
る
の
で
す
。

し
か
し
、
鍛
肌
の
実
像
を
写
真
に
留
め
る
の

は
、微
妙
な
光
の
加
減
が
求
め
ら
れ
る
た
め
に
、

至
難
の
技
で
す
。
従
来
は
プ
ロ
に
頼
ら
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
現
在
は
機
器
類
の
目
覚

ま
し
い
向
上
に
助
け
ら
れ
、
試
行
錯
誤
し
つ
つ

も
学
芸
員
が
撮
影
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
刀
身
自
体
を
そ
の
ま
ま
ス
キ
ャ
ナ

ー
で
読
み
込
む
と
い
う
試
み
も
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
。
そ
れ
で
も
、
ま
だ
ど
れ
も
実
見
に

は
及
び
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
は
、
鍛き

た

え
の
美
し

さ
を
愛
で
る
に
は
、
直
接
見
る
の
が
一
番
だ
と

い
え
ま
す
。

二
つ
の
太
刀
が
同
時
に
展
示
さ
れ
る
こ
の
機

会
に
、
是
非
そ
れ
ぞ
れ
の
刀
身
を
じ
っ
く
り
鑑

賞
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
彦
根
城
博
物
館
　
学
芸
員
　
坪
内
広
子
）

重
文
「
太
刀
　
銘
国
宗
（
伯
耆
）」
と
重

文
「
太
刀
　
銘
国
宗
（
備
前
２
代
）」
は

テ
ー
マ
展
「
井
伊
家
伝
来
の
刀
剣-

鎌
倉

時
代
の
作
品
か
ら-

」（
12
月
22
日
㈬
ま

で
・
期
間
中
無
休
）
で
展
示
し
ま
す
。

100

刀
を
評
す
る
際
に
、
板い

た

目め

・
杢も

く

目め

・
柾ま

さ

目め

な

ど
、
樹き

の
木
目
に
喩た

と

え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
刀
の
肌
の
美
し
さ
を
表
現
す
る
た
め
の

言
葉
で
す
。

鉄
は
折
り
返
し
て
鍛た

ん

錬れ
ん

さ
れ
る
こ
と
で
、
よ

り
い
っ
そ
う
強き

ょ
う

靱じ
ん

さ
を
増
し
ま
す
。
刀と

う

工こ
う

は

鋼は
が
ね

を
半
分
に
折
っ
て
は
打
ち
伸
ば
し
、
折
っ

て
は
打
ち
伸
ば
し
と
何
度
も
繰
り
返
し
ま
す
。

こ
う
し
て
薄
い
鉄
の
層
を
数
多
く
重
ね
る
と
、

弾
性
に
富
ん
だ
強
固
な
鉄
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ

の
折
り
返
し
鍛
錬
は
日
本
刀
の
構
造
に
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
そ
の
後
焼や

き

入い

れ
を
し
て
、
丁
寧
に
研と

ぎ
上
げ
る
と
、
樹
の

木
目
の
よ
う
な
模
様

を
も
つ
鍛き

た
え

肌は
だ

が
生

ま
れ
ま
す
。

高
度
な
技
術
を
要

す
る
鍛
肌
は
、
世
界

で
も
他
に
例
を
見
な

い
、
日
本
刀
の
大
き

な
特
長
の
一
つ
で

す
。
個
々
の
刀と

う

身し
ん

を

じ
っ
く
り
観
察
す
る

と
多
種
多
彩
な
模
様

が
浮
か
び
あ
が
っ
て

見
え
ま
す
。こ
れ
が
、

各
流
派
の
特
徴
や
刀

工
の
個
性
ま
で
も
を

表
す
の
で
す
。
肌
模

様
に
注
目
し
て
鑑
賞
す
る
と
、
一
見
無
愛
想
な

刀
剣
の
、
隠
さ
れ
た
豊
か
な
魅
力
に
触
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

刀
は
武
器
と
し
て
使
わ
れ
る
一
方
で
、
そ
の

美
し
さ
が
讃た

た

え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
中
世
末
に

は
鑑
賞
法
も
確
立
し
て
い
ま
す
。
以
来
、
刀
は

美
術
品
と
し
て
人
々
に
愛め

で
ら
れ
続
け
て
い
ま

す
。
中
で
も
鎌
倉
時
代
の
刀
は
、
そ
の
姿
の
優

美
さ
や
、
刃
文
・
肌
模
様
（
地じ

鉄が
ね

）
の
味
わ
い
、

そ
し
て
歴
史
の
重
み
か
ら
、
特
に
好
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
時
代
に
名
刀
も
多
く
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
当
館
が
所
蔵
す
る
重
要
文
化
財
の
刀
剣
２

口ふ
り

も
鎌
倉
時
代
に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
太た

刀ち

銘め
い

国く
に

宗む
ね

（
伯ほ

う

耆き

）」（
写
真
上
）
と

「
太
刀
　
銘
国
宗
（
備び

前ぜ
ん

２
代
）」（
写
真
下
）。

奇く

し
く
も
刀
工
銘
（
名
前
）
を
同
じ
く
し
ま
す

が
、
国
を
違た

が

え
る
別
人
で
す
。
作
刀
期
も
伯
耆

国
宗
が
少
し
早
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

拡
大
写
真
の
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
太
刀
の
地

鉄
の
様
子
を
お
伝
え
し
よ
う
と
、
当
館
学
芸
員

が
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の
で
す
。

少
し
分
か
り
に
く
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
備

前
の
約つ

ん
だ
（
引
き
締
ま
っ
た
）
地
鉄
に
比
べ

る
と
、
伯
耆
は
黒
み
が
か
っ
て
幾
分
荒
く
、
肌

目
が
く
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
中
国
山
地
を
間

に
は
さ
む
伯
耆
（
鳥
取
県
西
部
）
と
備
前
（
岡

山
県
南
東
部
）
で
は
、
採と

れ
る
鉄
が
ま
っ
た
く

拡
大
図
　
上：

国
宗
︵
伯
耆
︶
の
地
鉄

下：

国
宗
︵
備
前
２
代
︶
の
地
鉄

刀

を

愛め

で

る

▲
全
体
図

上：

重
文
﹁
太
刀
　
銘
国
宗
︵
伯
耆
︶﹂

下：

重
文
﹁
太
刀
　
銘
国
宗
︵
備
前
２
代
︶﹂
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行

事

案

内

太刀　銘国宗（備前）

テ

ー

マ

展

常
設
展
の
逸
品

開館時間 8：30～17：00（入館は16：30まで）
休 館 日 12月の休館日は12月25日㈯～31㈮です。なお、12

月22日㈬～12月24日㈮は展示替のため、展示室を
一部閉室しています。
１月は、元日から開館します。

観 （ ）内は30人以上の団体料金
覧 一　　　般　…　500円（450円）
料 小・中学生　…　250円（170円）

平成17年1月1日（祝・土）～1月25日㈫

吉祥のデザイン―金のきらめき―

能装束や、漆
しっ

工
こう

品
ひん

などを彩る豪華な金
色が、新春をことほぎます。

観覧料が必要です

ギャラリートーク
吉祥のデザイン

―金のきらめき―

１月８日㈯ 14：00～
博物館講堂に集合

本館学芸員　齋藤　望
（さいとう のぞむ）

市内在住の小・中学生

と65歳以上の人、障

害者の人は無料です

開催中
～12月22日㈬

井伊家伝来の刀剣
―鎌倉時代の作品から―

井伊家伝来の刀剣の中から、
鎌倉時代に作られた刀剣を紹
介します。

講座
「幕末旗本・御家人の願書」

12月４日㈯　14：00〜
☆場所　博物館講堂
彦根藩井伊家文書には、大老に宛てて出

された旗本たちの願書があります。これら
から、旗本の実態をみたいと思います。

本館学芸員　齊藤　祐司
（さいとう ゆうじ）

聴講無料

能面　子獅子《室町時代》

☆眼光鋭い眼差し、張り裂けんばかりに開
いた口。彫り
口は起状にと
み、激しい気
迫をあらわす。
獅子の気宇広
大（けうそうだい）
な風格が感じ
られる。

能装束　唐織

象牙中次（なかつぎ）《江戸時代》

☆象牙で作られた珍しい薄茶器。蓋や
側面に刻まれた文様が乳白色の色調
に映える、
愛らしい一
品。

ご
み
収
集
車
で
車
両
火
災

ご
み
を
出
す
と
き
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て

今
年
は
た
び
た
び
、
清
掃
セ
ン

タ
ー
の
ご
み
収
集
車
で
火
災
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
の
火
災
も
、
ご
み
収
集

中
に
、
ご
み
を
貯
め
て
お
く
荷
箱

部
分
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
職
員

が
異
臭
や
煙
に
気
づ
き
、
近
く
の

空
き
地
に
ご
み
を
す
べ
て
下
ろ
し

て
、
消
火
器
を
使
っ
た
り
、
消
防

隊
が
出
動
す
る
な
ど
し
て
、
よ
う

や
く
火
を
消
し
止
め
て
い
ま
す
。

中
の
ご
み
を
調
べ
る
と
、
爆
発

し
た
よ
う
な
穴
の
空
い
た
ス
プ
レ
ー
缶
と
、
ガ
ス
の
入
っ
た
使
い
捨

て
ラ
イ
タ
ー
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
お
そ
ら
く
こ
れ
ら
が
火
災
の

原
因
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
幸
い
発
見
が
早
か
っ
た
の
で
、
け
が
人
も
な
く
、
車

両
に
も
異
常
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
じ
こ
と
が
住
宅
地
や
商

店
街
で
起
き
た
り
、
発
見
が
遅
れ
た
り
し
た
ら
、
取
り
返
し
の
つ
か

な
い
事
態
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

ス
プ
レ
ー
缶
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
「
缶
・
金
属

類
」
に
、
使
い
捨
て
ラ
イ
タ
ー
は
「
陶
器
類
・

そ
の
他
」
に
分
別
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
に
ご
み
収
集
を
行
う
た
め
に
、
ご
み
を
出

す
と
き
に
は
、
可
燃
性
ガ
ス
の
入
っ
た
容
器
は

必
ず
ガ
ス
を
抜
き
、
分
別
の
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

清
掃
セ
ン
タ
ー
管
理
課
☎
◯　22　

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
７
７
８
７
番

火災の原因

となったと

思われるス

プレー缶と

ライター



テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム（
市
民
会
館
３
階
）

〈
受
講
料
〉無
料
〈
申
込
期
間
〉12
月

６
日
㈪
以
降
の
午
前
８
時
15
分
〜
午

後
５
時
（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
電

話
で

国
際
交
流
課
☎
◯　22　
１
４
１

１
番
内
線
３
７
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　

１
３
９
８
番
へ

第
１
回
彦
根
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

〈
テ
ー
マ
〉第
１
部
▼
彦
根
市
内
で
開

催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
、
風
物
、
寺
社

仏
閣
、
名
所
旧
跡
な
ど
彦
根
の
歴
史

や
文
化
を
と
ら
え
た
作
品
　
第
２
部

▼
彦
根
の
自
然
の
豊
か
さ
や
魅
力
を

と
ら
え
た
作
品
〈
表
彰
〉《
各
部
と

も
》
推
薦
（
１
点
）=

10
万
円
と
賞

品
　
特
選
（
１
点
）=

５
万
円
と
賞

品
　
準
特
選
（
３
点
）=

１
万
円
と

賞
品
　
入
選
（
20
点
以
内
）=

賞
品

努
力
賞
（
数
点
）=

賞
品
〈
応
募

期
限
〉平
成
17
年
１
月
31
日
㈪
（
消

印
有
効
）〈
応
募
方
法
〉応
募
要
項

（

観
光
課
（
市
庁
舎
３
階
）、
彦
根
観

光
協
会
に
あ
り
ま
す
）
裏
面
か
彦
根

観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る
応

募
表
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
作
品

裏
面
に
貼
り
付
け
、
郵
送
ま
た
は
持

参
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
〈
送

付
・
問
い
合
わ
せ
先
〉彦
根
観
光
協

会
（
〒
５
２
２-

０
０
０
１
尾
末
町
１-

51
）

☎
◯　 23　
０
０
０
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１

９
１
９
番

ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
・
世
界
の
話
を
聞
く
会

中
国
湘
潭
の
家
庭
料
理

〜
調
理
と
試
食
を
交
え
て

〈
内
容
〉激
辛
で
有
名
な
中
国
湘
潭
市

（
彦
根
市
の
友
好
都
市
）
の
家
庭
料

理
を
調
理
し
、
試
食
す
る
こ
と
で
、

中
国
湖
南
地
方
の
食
文
化
に
触
れ
ま

す
〈
講
師
〉湘
潭
市
出
身
の
研
修
生

〈
日
時
〉12
月
11
日
㈯
午
前
11
時
〜
午

後
２
時
30
分
、
試
食
の
み
の
と
き
は

午
後
０
時
30
分
〜
〈
場
所
〉市
民
会

館
料
理
教
室
と
会
議
室
〈
参
加
費

（
材
料
費
）〉中
学
生
以
上
７
０
０
円
、

小
学
生
５
０
０
円（
就
学
前
は
無
料
）

〈
定
員
〉調
理
と
試
食
20
人
、
試
食
の

み
10
人
（
先
着
順
）〈
申
込
期
間
〉12

月
10
日
㈮
ま
で
の
午
前
８
時
15
分
〜

午
後
５
時
（
火
曜
日
は
除
く
）
〈
申

込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉電
話
で

彦
根
市
国
際
協
会
事
務
局
（
市
民
・

国
際
交
流
サ
ロ
ン
内
）
☎
◯　22　
１
４
１
１

番
内
線
５
９
０
番
へ

ブ
ラ
ジ
ル
っ
て
ど
ん
な
国
？

子
ど
も
ふ
れ
あ
い
サ
ー
ク
ル

〈
内
容
〉簡
単
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
会
話

や
ブ
ラ
ジ
ル
の
子
ど
も
の
遊
び
な
ど

を
学
ん
で
ブ
ラ
ジ
ル
文
化
に
触
れ
ま

す
〈
日
時
〉12
月
23
日
㈭
、
同
24
日

㈮
、
同
25
日
㈯
（
３
日
間
連
続
）
の

午
前
10
時
30
分
〜
正
午
〈
対
象
〉小

学
生
〈
定
員
〉15
人
（
先
着
順
）

〈
講
師
〉彦
根
市
国
際
交
流
員
　
田
尾

ロ
ザ
ー
ネ
〈
場
所
〉国
際
交
流
ミ
ー
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募　集
彦
根
市
で
は
、
市
有
地
を
一
般
競

争
入
札
で
売
却
し
ま
す
。

今
回
の
入
札
は
、
あ
ら
か
じ
め
公

表
さ
れ
た
最
低
売
却
価
格
以
上
で
、

最
も
高
い
価
格
を
つ
け
た
人（
法
人
）

に
売
却
す
る
方
法
で
す
。
一
定
の
条

件
を
満
た
せ
ば
、
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
。

▼
実
施
案
内
書
・

参
加
申
込
用
紙
の
配
布

期
間

12
月
１
日
㈬
〜
平
成
17
年
１

月
17
日
㈪

場
所

総
務
課（
市
庁
舎
４
階
）、
支

所
・
各
出
張
所

※
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（http:

//w
w

w
.city.hikone.shiga.jp/

）

▼
参
加
申
込
の
受
付

申
込
書
・
誓
約
書
を

総
務
課
ま

で
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

期
間

12
月
13
日
㈪
〜
平
成
17
年
１

月
17
日
㈪
必
着（
持
参
の
と
き
は
、

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
12
月
29
日

㈬
〜
１
月
３
日
㈪
を
除
く
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）

▼
入
札
日
・
場
所

日
時

平
成
17
年
１
月
26
日
㈬

場
所

41
会
議
室
（
市
庁
舎
４
階
）

▼
申
込
書
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
）

☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
４
５
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

今
年
は
、
新
潟
県
中
越
地
震
や

台
風
23
号
を
は
じ
め
と
す
る
記
録

的
な
数
の
台
風
の
上
陸
な
ど
、
改

め
て
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
認
識
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

災
害
は
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
各
家
庭
に
配
布
し

て
い
る「
市
民
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

で
防
災
に
対
す
る
心
構
え
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

災
害
が
発
生
す
る
か
、
発
生
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
と
き
、
市
民
の

皆
さ
ん
に
避
難
に
関
す
る
情
報
を

お
伝
え
し
ま
す
。

災
害
の
状
況
に
応
じ
て
、
次
の

２
段
階
で
発
令
し
ま
す
。

▼
避
難
勧
告

災
害
が
発
生
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き
に
発
令
し

ま
す
。
非
常
持
ち
出
し
品
を
持

っ
て
、
避
難
場
所
へ
避
難
し
ま

し
ょ
う
。

▼
避
難
指
示

勧
告
よ
り
も
さ
ら

に
状
況
が
悪
化
し
、
非
常
に
切

迫
し
た
と
き
に
発
令
し
ま
す
。

一
刻
も
早
く
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
４
４
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

災害時には、正確で新しい情報を把握
することが、被害を軽くします。彦根市
では、災害時に広報車や彦根市ホームペ
ージ（http://www.city.hikone.shiga.jp/）
で情報をお知らせするともに、ＦＭラジ
オのエフエムひこねを通じて情報を提供
していきます。
大きな地震や風水害時には、エフエム
ひこね（78．2Ｍ㎐）に合わせて、新し
い情報を確認してください。
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精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

〈
内
容
〉精
神
障
害
者
に
対
し
て
は
、
未

だ
に
誤
解
や
偏
見
が
根
強
く
あ
り
ま

す
。
こ
の
講
座
で
は
、
精
神
障
害
に
つ

い
て
の
正
し
い
知
識
や
理
解
を
広
め
た

り
、
精
神
障
害
者
の
社
会
参
加
や
社
会

復
帰
を
支
援
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養

成
し
ま
す
〈
日
時
・
内
容
・
講
師
〉左

の
表
の
と
お
り
〈
場
所
〉ス
テ
ッ
プ
あ

ッ
プ
21
（
犬
上
郡
豊
郷
町
）
ほ
か
　
〈
参

加
費
〉無
料
〈
定
員
〉30
人
（
先
着
順
）

〈
申
込
期
限
〉12
月
24
日
㈮

〈
申
込
方

法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉電
話
で
彦
愛
犬

地
域
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
　
ス

テ
ッ
プ
あ
ッ
プ
21
☎
◯　35　

０
３
３
３
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　35　

２
１
２
３
番
へ

日曜納税相談
税務課では、仕事などで平日お忙しい

皆さんのために、毎月１回「日曜納税相談
窓口」を設けて、納付や納税についての相
談を受け付けています。12月は次のとおり

ですので、どうぞご利用ください。
日　時 12月19日㈰10：00～16：00
場　所 納税推進室（市役所２階）
問い合わせ先 同室☎22-1411（内線210）

12月11日～31日　年末の交通安全県民運動
夕暮れ時や夜間は特に危険。スピードを抑えて、歩行者
や自転車に気をつけましょう。
年末はお酒を飲む機会が多いとき。飲酒運転は絶対に止

めましょう。
運転中は、携帯電話は使用禁止。ドライブモードにする
など、あらかじめ使わなくていいよう工夫しましょう。
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国こ
く

領
り
ょ
う

ひ
か
り
ち
ゃ
ん

︵
田
附
町
︶

石い
し

川か
わ

詩う
た

乃の

ち
ゃ
ん

︵
田
附
町
︶

よ
し

田だ

和か
ず

生き

ち
ゃ
ん

︵
石
寺
町
︶

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み
ください。（臨時の収集は、原則として毎
週火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前
後することがありますが、ご了承ください。

12月後半

１５日㈬

１６日㈭

１７日㈮

２０日㈪

２１日㈫

２２日㈬
２３日㈷
２４日㈮
２７日㈪

２８日㈫

２９日㈬

３０日㈭

西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、日夏、亀山地区、稲枝（東）、
肥田（西肥田を除く）、金沢（中・下）
東沼波、大堀、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河原
三丁目、日夏、亀山地区、稲部（稲部東）、野良田、金沢（中・下）、
彦富
日夏、鳥居本地区、高宮地区、亀山地区、金田、上岡部、下岡部、
彦富
日夏、鳥居本地区、高宮地区、亀山地区、彦富（笹田団地）、稲部
（稲部南）
古沢、松原（四ッ川を除く）、鳥居本地区、高宮地区、河瀬地区、
稲部（稲部南）、彦富（笹田団地）
高宮地区、河瀬地区
小泉、高宮地区、河瀬地区
野田山、正法寺、地蔵、河瀬地区
幸、松原一丁目、松原二丁目、松原（四ッ川）、安清、芹、野田山、
正法寺、地蔵、平田（大沢）、西今、本町一丁目、本町二丁目、本
町三丁目、中央（第１・４部）、銀座
松原一丁目、松原二丁目、安清、外、戸賀、小泉、芹橋一丁目、
芹橋二丁目（河原二丁目の一部を含む）、西今、三津屋
原（原西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、馬場一丁目、
馬場二丁目、長曽根、大藪（大藪団地を除く）、西今、開出今、須越
幸、山之脇、芹川、城町一丁目、城町二丁目、栄町一丁目、栄町
二丁目、池州、大藪（大藪団地を除く）、開出今、須越、海瀬

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12月後半】

図書館休館日
12月後半

２０日(月)、２７日(月)、２３日(祝)、
２９日(水)、３０日(木)、３１日(金)

１６日㈭

１７日㈮

２１日㈫

２２日㈬

２４日㈮

２５日㈯

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 　 葉 　 小 　 学 　 校
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前
千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 公 民 館
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港屋駐車場東（旧平和堂稲枝店）

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

１４日㈫
西 清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１５日㈬
開 出 今 町 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央 部
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

原
子
爆
弾
被
爆
者
二
世
の

健
康
診
断

対
象
者

被
爆
者
健
康
手
帳
を
持

っ
て
い
る
父
や
母
（
死
亡
し
て

い
る
と
き
を
含
む
）の
二
世
で
、

父
や
母
の
被
爆
以
後
に
生
ま
れ

た
人
で
、
被
爆
者
健
康
手
帳
を

持
っ
て
い
な
い
人

実
施
期
間
（
予
定
）

平
成
17
年

１
月
４
日
㈫
〜
２
月
28
日
㈪

申
込
期
限

12
月
15
日
㈬

検
査
項
目

①
視
診
、
問
診
、
聴

診
、
打
診
お
よ
び
触
診
に
よ
る

検
査
　
②
赤
血
球
沈
降
速
度
検

査
　
③
血
球
数
計
算
　
④
血
色

素
検
査
　
⑤
尿
検
査
　
⑥
血
圧

測
定
　
⑦
肝
機
能
検
査

※
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
、

精
密
検
査
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

費
用

無
料

市
内
の
実
施
医
療
機
関
（
予
定
）

彦
根
市
立
病
院
（
八
坂
町
）

備
考

こ
の
健
康
診
断
を
受
診
し

て
も
、
被
爆
者
手
帳
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

健
康
対
策
課

☎
０
７
７-

５
２
８-

３
６
１
９

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
７-

５
２
８-

４
８
５
７
番

「広報ひこね」11月15日号14ページ「平成17年度　市立幼稚園入園希望者募集」の記
事中、 教育委員会学校教育課のファクス番号が28-9190とあるのは、23-9190の
誤りでした。おわびして訂正します。

おわびと訂正



広報ひこね 通巻第1103号
（平成16年12月１日発行）

16広報ひこね　平成16年12月１日

あなたの好きな彦根の表情を表紙を通
じて紹介してください。写真をお持ちで
ない場合は、 情報政策課広報係で撮影
します。☎22-1411（内線431）へ気軽
に連絡してください。

南彦根駅前の「おさつ街道」
看板の横に立つ尾本さん

表
紙
の
こ
と
ば

尾

本

忠

男
さ
ん
︵
小
泉
町
︶

昭
和
30
年
代
、
小
泉
町
の
東
側
に
、
新

し
く
広
い
道
が
で
き
ま
し
た
。
同
40
年
に

は
沿
道
に
当
時
の
大
蔵
省
印
刷
局
が
建
設

さ
れ
る
な
ど
開
発
が
進
み
、
そ
の
後
延
長

さ
れ
て
、
市
民
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
道
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
そ
の
道
は
、

「
お
さ
つ
街
道
」
と
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

彦
根
で
印
刷
さ
れ
た
お
札
が
全
国
に
流

通
す
る
様
子
は
、
ま
る
で
び
わ
湖
の
稚
鮎

が
日
本
中
の
川
を
泳
ぎ
回
っ
て
い
る
か
の

よ
う
で
す
。
世
界
に
誇
る
偽
造
防
止
技
術

を
駆
使
し
て
生
ま
れ
た
鮎
た
ち
は
、
誕
生

間
も
な
く
お
さ
つ
街
道
を
通
っ
て
旅
立
っ

て
い
る
は
ず
で
す
。

印
刷
局
の
職
員
さ
ん
た
ち
が
時
折
清
掃

し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
お
さ
つ
街
道
は
ご

み
の
な
い
美
し
い
道
で
す
。
そ
の
こ
と
に

感
謝
し
つ
つ
、
彦
根
生
ま
れ
か
も
し
れ
な

い
お
札
を
眺
め
る
の
で
す
。
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編集：情報政策課　●1日・15日発行　 彦根市ホームページ http://www.city.hikone.shiga.jp/

人口と世帯数
平成16年11月１日現在

人　口
男
女
世帯数

（ ）内は前月との比較

１０９,７１３人 （＋ ２５）
５３,９０６人 （＋ １２）
５５,８０７人 （＋ １３）
３９,８２５世帯（＋ ７）

標語　中学生の部

籠
かご

重
しげ

美
み

紗
さ

子
こ

さん
（若葉小学校２年）

ポスター　小学生の部

井　豊さん
（正法寺町）

ポスター　一般の部

学
年
は
、
い
ず
れ
も
応
募
時
の
も
の
で
す
。

﹁
は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
４
﹂
間
も
な
く
締
め
切
り
！

「
は
ー
と
ふ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
２
０
０
４
」
は
12
月
10
日
㈮
締
め
切
り
で
す
。
詳
し
く
は
、「
広

報
ひ
こ
ね
」
７
月
１
日
号
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

人
権
政
策
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
３
５

２
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

西に
し

澤ざ
わ

七な

菜な

子こ

さ
ん

（
南
中
学
校
２
年
）


